
「海の京都旬の食材提供店」取扱要領 

 

１ 目 的 

京都府北部地域 海の京都エリアでは自然の豊かさを活かした農産物や水産物など

の豊富な資源がある地域です。 

海の京都エリアならではの旬の食材を地元で食べていただくことにより、観光客の誘

客を図っていくとともにカニ以外の食材産地としてのＰＲや地産地消の推進による産

業活性化を目指して、四季毎に「海の京都旬の食材提供店」を募集して「海の京都旬の

食材フェア」を実施します。 

 

２ 定 義 

 本要領において、次の各号に掲げる用語の意義は下記のとおりとする。 

（１） 海の京都エリア 

舞鶴市、福知山市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町 

（２） 飲食店 

海の京都産食材を用いた料理を提供し、観光客や一般府民が利用できる 

飲食店や旅館・ホテルなど 

 

３ 認定機関 

  店舗の所在地を所管する京都府広域振興局が認定する。  

 

４ 「海の京都旬の食材提供店」の概要 

（１）別途指定した各季節の旬の食材を地元で水揚げもしくは養殖した水産物、生産も

しくは栽培した農産物を活用した料理が入った昼食、デザート又は飲み物を提供で

きる店舗 

（２）指定する期間内（別途指定）に指定された海の京都エリアの旬の食材を各店舗で

提供 

（３）（１）（２）の条件を満たす店舗を「海の京都旬の食材提供店」として認定 

 

５ 認定要件 

（１）海の京都エリアに所在し、飲食店・喫茶店営業許可等を有する店舗であること。 



（２）フェア期間中、指定する海の京都エリア内の旬の食材を使った料理を提供いただ 

けること。  

（３）指定する海の京都エリア食材の使用をメニュー等に表示していること 

（４）使用する指定された食材について、確実な仕入れルートを有すること。 

（５）フェアの取組に積極的に参加し、協力的であること。 

（６）食品衛生法等関係法令を遵守していること。 

 

６ 認定申請の方法 

（１）認定を受けようとする飲食店は、認定申請書を提出する。 

（２）認定申請書に申請店舗の営業許可証の写しを添付する。 

（３）認定申請は店舗毎に行う。 

 

７ 認定審査 

申請書を受理した場合は、認定要件に基づき内容を審査する。また、必要に応じて

現地調査を実施する。  

 

８ 認定証の交付 

認定要件に適合した場合は認定証を交付する。 

 

９ 認定期間 

認定期間は認定の日から１年間とする。 

 

１０ 認定の更新及び認定内容の変更 

（１）認定期間内に辞退の申し出がない場合は、さらに１年間認定を継続するものとし、

以降同様とする。 

（２）認定店は、申請した内容に変更が生じた場合又は認定の辞退を行う場合は別紙様

式の届出書により当該内容の変更又は認定辞退の届出を行う。 

（３）認定店が登録要件を満たさなくなったとき、その他法令違反等認定店に相応しく

ない事由が発生したときは、登録を取り消し、認定証の返却を求めることができる。 

 



１１ 認定店の役割 

（１）認定証を店舗の見えやすい場所に掲示するとともに、自らも認定店であることを

ＰＲするとともに、地産地消の推進及び海の京都の食材のＰＲに努める。 

（２）認定店はフェア期間中に注文された旬の食材を活用した料理の消費食数やお客様

へのアンケート調査に協力する。 

 

１２ 認定機関の役割 

 認定店に対し、認定店であることを表示するＰＲツールを提供し、一般社団法人京都

府北部地域連携都市圏振興社（以下、海の京都DMO）やマスコミへの情報提供など、認

定店の広報及び情報発信を行う。 

 

１３ その他 

その他認定の実施に必要な事項は別に定める 

 

附則 

この要領は、平成２９年６月２３日から施行する。 

この要領は、平成３０年５月１８日から施行する。 


